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射 撃期腎症の指標 としての尿中 トランスフェ
リン測定の意義
- 5年間の追跡調査の結果から-

小林 茂 ･平山 暫
羽Å 惨 ･大山 泰郎
中川 理 ･谷 長行 (新潟大学第-内科)

【目的】尿中 トランスフェリソ測定の意義について,

5年以上の追跡調査の結果から検討した.E対象と方法】

夜間尿の尿中 トランスフェリソ排勝率 (TER①)と尿

中アルブミン排醒率 くAE民度))を測定し,AER(お が

20pg/分未満の糖尿病患者51例を対象とし 5-7年後

に夜間尿の尿中アルブミン排醒率 (AER②)を再測定

した.【結果】(1)AER ② が 20鵬/分以上となった

群では未満となった群にくらべ,TER① は有意に高

値であった.(2)TER①≧0.33tlg/分の群において,

AER②≧20i帽/分への進行が有意に多くみられ TER

は腎症進行のスクリ-ニソダ検査として有用である.(3)

TER① とAER① は r-0 .717と高い相関関係があっ

た.今回の結果では,TER①<0.33pg/分と,AE民①

<10f3g/分はほぼ同義と思われ,TEE① のみ高値で

あった腎症の進行例の数は2例と必ずしも多くはなかっ

た.E結論】尿中 トランスフェリン排挺率は早期腎症の

指標として有用ではあるが,尿中アルブミソ緋鯉率にく

らべ,より鋭敏な指標とは言い難いと考えられた.

1Ol糖尿病における Thr･ombomodulin(Th:1)
測定の意義

-5年間の経過観察の結果から一

谷 長行 や他内分泌代謝班 (新潟大学第一内科)

【目的】血中 ′rhl一(1111homodulillLTM)は｢知立細胞障

害の指標である.今回は5年間の経過観察から糖尿病で

の意義を検討する.

【対象と方法】88年町-90年奉に血中 ･尿中 TM を

測定し 5年以上経過観察 しえた70歳未満の糖尿病患者

65名について合併症の進展を調査した.

【結果】(1)血中 TM (STM)が正常上限値 25.9U/

mlを超えてし-､た例は65例中31例であった.し21sTh･･1高

儀群31例とsTM 正常群34例での合併症有病率は網膜

症l種-17例,1いす14例であった.腎症 (夜間尿で評価)

は sTM 高値群では当初9例 (Macro2例)で5年後

は7例でありMacro2例は透析に移行していた.STM

正常群では当初は4倒 し全例 M_icI･0ト･6倒 しMzICll01

例)であった.(3)TM クリアラソス (CrM)は sTM

高値群で正常群より低下 (P〈O.05)を認めたが,腎症
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例を除くと有意差はなかった.また,同一の TM クリ

アラy弟では腎症合併例で血中 TM高値であった.刷

冠動脈疾患の有病率はsTM高値群では11･24凧 sTM

正常群では5/31例であった.

E結論ヨ(冒sTM 上昇は腎症によるクリアラソス低

下のみでは説明できない.(2)sTM 高値例では冠血管

障害指標となりうる.

ll)肥満治療におけるダンベル体操の効果の検

討

高橋 博率 欄 関 節朗 ∈雷撃警遺託 療)

(目的〉ダンベル体操が肥満治療に及ぼす効果につい

て検討した書

く対象)体脂肪率27%以上の肥満者 (糖尿病愚老を含

む単純性肥満)の女性のみ8名

(方法)ダンベル体操の基本プログラムを3か月以上

実施し,その前後で体重 ･体脂肪率 W/H 比を測定 し,

その変化を検討した.尚,食事療法や他の運動療法を変

えないように指示した.

ダンベル体操は,等張性収縮運動すなわちアイソト-

ニッタ･トレーニングで,筋力をアップする方法で,個を

の力に食わせ,軽い加重で,10-15回位の回数で行ない

凝持久力を高め筋肉をつくり基礎代謝を高める効果があ

ると言われている,

(結果)ダンベル体操開始後,3か月以上における体

重 ･体脂肪率 ｡腹囲の変化では,8例全てデ…タ-が改

善したわけではなかった.そこで日常の食事慶と運動量

を調査し,どのような傾向があるかを検討した.

- 食事塵と運動塵の分額憲-
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前頁の分解表より,食事量が多く標準体濠あたり32キ

ロカロリー以上摂っていた例で,日常運動慶が1日8干

渉以下の2例では,デ-タ-の改善は認められなかった.

-煮 豆日1万歩以上の2例では,腹囲の減少がみられ

体盈 書体脂肪率の減少は1例に認められた.

上記の蓑は,食事量が低 く標準体豊あたり29キロカロ

リ-以下摂っていた例で,日常運動量が6千歩最下の2

例では改善は認められなかった.-方 1日1万歩以上の

2例では腹囲が減少,1例において体重 書体脂肪率の減

少が認められた.

このことから,日常の運動量が多い群ではデ-夕-の

改善は認められたがチ日常運動量の少ない群では,食事

慶の如何に関わらずデ-ターの改善は認められなかった.

しかし全8例車肩凝りを訴えていたのぼ5例であったが,

全てに改善の効果がみられた.

･-､∴要約'＼

1 ,肥満者8例にダンベル体操を3か月以上実施 した.

2.食倒においてウエス ト書ヒップ比に変化はなかっ

た.

3.体重および体脂肪率の改善を示 したのは8例中,

2例だった.

4.腹囲の減少のみを示 したのは8例車,2例だった

那,日常運動量の多い人に限られた.

5.食事療法を守らず,かつ日常運動塵が少ない人は

チ-タ-の改善は認められなかった.食事療法を守らず,

かつ日常運動量の少ない人は,肥満治療をこおけるダンベ

ル体操の効果は低いと思われる.

12)糖尿病性網膜症における増悪因子の検討 ( Ⅱ )

-5年間の経過観察の結果から-

中川 理 ･飽内分泌代謝班 (新潟大学第-内科)

NIDDM 患者 183名で糖尿病性網膜症における増悪

因子の検討を行った.

方法 日 5年間に,網膜症なし,単純乳 前増殖型,

増殖型の病期分餅が, 1段階でも進行 した群を増悪群,

不変群,1段階でも改善した群を改善群,と3群間に分

けて過去 5年間の HbAIc,平均血圧を検討 した. 罪)

5年前に単純型網膜症の症例45名を増悪群と不変もしく

は改善群との2群間に分けて l)と同様の検討をした.

班)N‡DDM 愚老で単純型糖尿病性網膜症の出現時期

を特定できる患者23名で単純型弼瞭症のまま経過 してい

るS群と進行 したP群に分け retrospectiveに比較,

検討 した.

緒果 王)HbAic,平均血圧は増悪群に対 して改善

群,不変群とも有意に低かった.且つ平均血圧は不変群

臣こ対 しても改善群は有意に低かった.

IIIHbAIc､平均血圧は増悪群に対して改 善 .不登

群は有意に低かった.

Ⅲ1両群において単純型網膜症の催病期間,HbAle.

TCの3項目で有意差を認めた.その他の項目に関 して

は有意差を認めなかった.

結論 網膜症における増悪因子として血糖コソトロ-

ルは既知の報告と同様で,血圧に関しては,腎症の結果

である可能性も否定はできないが,網膜症が認められな

い時期からの高血圧の関与も示唆され 血清脂質ととも

に早期からの治療が網膜症の進展防止に重要である事が

考えられた,

13)線維血管増殖を伴 う増殖糖尿病網膜症に対

す る硝子体手術

若井貴賓子 (新潟大学限料)

安藤 伸朗 (悪銭 若潟 紅 )

目的 :線維血管増穂を伴う増穂糖尿病網膜症に対する

硝子体手術の手術成績,riskfactorおよび早期手術の

是非につき検討した.

対象 :1992年7月から1995年10月までに当科で硝子

体手術を施行 した線維血管増殖を伴う増殖糖尿病網膜症

症例,57例61眼である.

方法 :視力良好群 (1)視力低下 (-)かつ最終視力

0.1以上 (2)最終視力 0.5以上,早期手術群 (1)術前


